
恒
例
の
「
新
年
名
刺
交
換
会
」
 

が

一
月
一
日
、
市
民
文
化
会
館

で
約
二
百
人
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
名
刺
交
換
会
は
、
市
、
 

商
工
会
議
所
、
農
協
懇
談
会
が

共
催
で
開
い
て
い
る
も
の
で
、
 

参
加
し
た
人
達
が
新
年
を
祝
う

と
と
も
に
、
交
流
と
親
睦
を
図
 

~ 

、挨拶を述肇森田市長 

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
 

こ
の
日
、
森
田
市
長
は
「
来

る
べ
き
一
干

一
世
紀
を
西
北
津

軽
の
時
代
に

つ
く
り
上
げ
る
た

め
の
飛
躍
の
年
と
し
て
、
奉
仕

と
信
頼
の
市
政
を
貫
き
、
五
万

市
民
の
期
待
に
応
え
て
参
り
た

い
」
 
と
新年
に
あ
た
っ
て
挨
拶
 

市消防団が出初式 

市消防団（前田堅団長）の出初式が1月5日、 

観閲者である森田市長をはじめ来賓、消防団

員、消防署員など約750人と車両 29台が

参加し、ーツ谷を中心に行われました。 

式典に先立ち、人員服装と機械器具の点検

が行われ、その後市役所前お祭り広場まで分

列行進をしました。 

式典では、第一分団によるマトイ振りの披

露と優秀分団に対する表彰などが行われた後、 

森田市長が「今後さらに消防の職責の重大性

を自覚され、一層の成果を挙げ、住民の生命

財産を守るという市民の信託に応えられるよ

う期待します と講評を述べまじた。 堂々の分列行進を行う消防団員 

」
十
こ”
：い
《
，
ト
《
 

助
早
自
副
密
日
会
 
器m論
 

囲
か
記
る
一
 

を
述
べ
ま
し
た
。
 

元
日
は
、
小
雪
が
ぱ
ら
つ
い

た
も
の
の
穏
や
か
な
天
気
と
な

り
、
参
加
し
た
人
達
も
和
ゃ
か
 

な
ム
ー
ド
で
挨
拶
を
交
わ
し
、
 

新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。
 

しかわら 
発行 五所川原市 

〒037 

青森県五所川原市字岩木町12 
ft0173 -⑩2111j 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 瀞北斗オフセソト 

市の人口 	総数52,163人（男25,186・女26,977）世帯数14,763 (11月30日現在） （毎月 2回 1日・15日発行） 
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' 

  

，

と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
o
  

後
で
き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
o
 

・
 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 
昭和61年 
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わたくしたちの先人は、不挑不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き

上げました。 

わたくしたちは、この伝統を継承し、広

い視野に立って西北津軽の人々と協調

し、郷土の限りない発展を願って、こ

こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります c 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつくります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつくります 
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議
犬
お
め
で
婆
う
懸
麟
 

糾
 泰
難
移g
筋
人
が
大
大
の
仲
間
天
注
「
麟
 

畦
季
～
”』
真
穀
餌”
窯
犀
。
黙
「
片

U
 

、
喬
～
 

J
 

、
詳級
か
「
浅
お叫
 

成
人
の
自
覚
を
行
動
に
 

式
で
は
、
森
田
市
長
が
 
コ
ー
 

十
一
世
紀
は
皆
さ
ん
の
世
紀
で

す
。
成
人
と
な
っ
た
感
激
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
の
手

で
ま
ち
づ
く
り
、
国
づ
く
り
を

な
し
遂
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
統
き
笹
谷
靖
さ
ん
（
栄

町
）
、
新
岡
代
志
子
さ
ん

（
松

島
町
）
の
二
人
が
 
「社
会
人
と

し
て
自
覚
し
、
自
己
の
責
任
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き
た
 
 

い
」
と
は
た
ち
の
主
張
を
発
表
。
 

そ
の
後
、
川
浪
直
治
市
議
会

議
長
と
太
田
勇
人
市
青
年
団
協

議
会
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し

て
秋
田
幸
保
さ
ん
（
敷
島
町
）
 

が
「
不
擁
不
屈
の
五
所
川
原
魂

を
も
っ

て
今
日
の
五
所
川
原
市

を
築
き
上
げ
た
先
人
の
心
を
継

承
し
、
あ
す
の
明
る
く
豊
か
な

地
域
づ
く
り
の
原
動
力
と
な
れ

る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
式
を
終
わ

り
ま
し
た
。
 

な
お
、
市
で
は
式
に
出
席
さ

れ
た
新
成
人
に
、
記
念
と
し
て

ア
ル
バ
ム
を
贈
り
ま
し
た
。
 

会
社
や
役
所
、
学
校
な
ど

に

勤
め

て
給
与
を
も
ら
っ

て
い
る

方
は
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合

と
い
っ
た
年
金
に
自
動
的
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
他
の
方
は
、
は
た
ち
に
な
る

と
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

将
来
、
あ
な
た
の
老
後
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
国
民

年
金
は
、
は
た
ち
の
あ
な
た
に

と
っ
て
も
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
、
国
民
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。
 

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●

当
然
加
入
の
人
 

▼
農
林

・
漁
業
、
自
営
業
、
自

由
業
な
ど
を
営
む
給
与
所

得

者
以
外

の
人
 

▼
無
職
の
人
（
二
十
歳
以
上
五

十
九
歳
ま
で
の
方
）
 

▼
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
な

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

（
給
与
所

得
者
）
 

▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
（
専
業

主
婦
で
、
二
十
歳
以
上
五
十

九
歳
ま
で
の
方
）
 

●

任
意
加
入
の
人
 

▼
昼
間
部
の
学
生
 

◇
 

◇
 

市
で
は
、
二
十
歳
を
迎
え
た

人
達
を
お
祝
い
す

る
た
め
の
成

人
式
を
一
月
三
日
、
中
央
公
民

館
で
開
催
し
、
新
成
人
と
し
て

の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
の
成
人
式
は
、
昭
和
四
十

五
年
以
来
夏
に
開

い
て
き
た
も

の
を
、
除
雪
技
術
の
進
歩
な
ど
 

か
ら

一
月
に
変
更
し
た
も
の
で

ず
。
 

今
回
、
市
で
成
人
を
迎
え
た

人
は
五
六
五
人
（男
二
五
一
人
、
 

女
三
一
四
人

）
で
、
こ
の
う
ち

成
人
式
に
出
席
し
た
人
は
三
四

九
人

（男
一
二
七
人
、
女
二
一
一

二
人
）
で
す
。
 

は
た
ち

に
な
っ

た
ら
国

民
年
金
 

加
入
手

続
き

は
市
役

所
で
 

国
民
年
金
に
は
、
当
然
加
入

と
任
意
加
入
が
あ
り
、
加
入
者
 

今
年
で
第
十
回
を
迎
え
る
、
 

「は
た
ち
の
献
血
」
 
キ
ャン
ペ
 

ー
ン
。
⑩
日
本
民
間
放
送
連
盟
 

（
民放
連
）
主
催
で
、
は
た
ち

の
人
を
中
心
に
、
献
血
の
輪
を
 

手
続
き
は
、
市
役
所
で
で
き

ま
す
。
は
た
ち
に
な
っ
た
ら
国

民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
。
 

拡
げ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
 ラ
ジ

オ
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
、
地
域
社

会
で
の
献
血
運
動
が

一
月
十
三

日
か
ら
三
月
十
三
日
ま
で
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
す
。
 

昭和61年（1986年）1月15日 
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あ
な
た
の
心
を
伝
え
よ
う
 

『腰
加
宙
⑩
鵬
血
』
申
ゃン
ぺ
目
ン
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責任感のある社会人に 
津軽東芝音響糊勤務 

渋 谷 雅 彦 
（幾世森） 

高校を卒業して現在の会社

に就職したての頃は、不安な

事ばかりでした。 

人間関係も学生時代とは違って、社会人になって

からは幅広い年代との付合いで細かい気づかいも多

く、仕事の上でもわからないことがいっぱいで大変

でした。 しかし、今では会社の雰囲気にも慣れ、仕

事も覚えました。 

私の会社は、ラジカセ等音響機器を造っています。 

私は、お客様に安心を買って項ける製品づくりをす

るためのQC （品質管理）マンを担当し、毎日情熱

を燃やしている現在です。 

これからは、20歳を契機に、先輩達の模倣でなく

更に勉強し、後輩に胸をはれるような責任感のある

本物の社会人になりたいと思います。 

ノzzzzzzzzz/zzzzzzzzz/zルWzzz~ 

社会に貢献したい 
青森ファッション卿勤務 

春 藤 カツ工 
（下平井町） 

高校を卒業し、何も知らな

社会へ出て 2 年間、周囲の 

人達に助けられながら、どう

にかここまでやってこれた気がします。そして、対

人関係の難しさ、チームワークの大切さを強く感じ、 

働くということの意味を深く考えさせられました。 

20歳になった今、私達には10代では認められなか

った色々な権利や自由が認められたわけです。 

しかし、これと同時にその裏づけとしての責任も

負わされるわけです。成人の仲間入りをした今後は、 

あらゆる面において成人としての自覚をもち、自分

の行動や発言一つひとつを慎重にしていきたいと思

います。また、自分の生き方に誇りと責任をもち、 

10代に学んだことを土台として、会社のより一層の

繁栄に協力し、社会に貢献できるように頑張りたい

と思います。 

成人になって 

青森職ご讐期大学校誉 
（飯 詰） 

私は約1年前、北海道から

ここ青森県五所川原市の青森

職訓短大に入学し、今学生寮

におります。 入学当時は18歳でしたがまったくの子

供で、自分の将来のことなど真剣に考えてませんで

したが、学校での勉学生活を通して、自分なりに自

分の将来について考えるようになったと思います。 

特に20歳になったということは、ただ酒が飲める、 

タバコが吸えるということだけでなく、社会人とし

て自分に責任を持つということだと思吐ます。この

ことを自分のこれからの人生で大切にして行きたい

と思います。 

20歳をこの学校で迎えたこと、またこの学校での

多くの体験は、卒業後も一生忘れないと思います。 

事’m 刀 ,ー。 
充実した社会生活を 
日立東部セミコンダクタ欄
津軽工場勤務 

小 坂 洋 樹 
（水野尾） 

私は高校卒業後、直ぐ会社勤

めをし社会人となりました。 

初めの間は社会人になった実感

がなく、学校生活の延長にすぎない感じでした。 

しかし、社会に出てみると対人関係も変わり、色

々な人達との出合いがありました。そして、この 2 
年間自分として、これではいけないと思うようにな

りました。 

例えば、会社の仕事でミスをすると、その結果は

直接あるいは間接に多くの人に影響を及ぼします。 

ちょっとした失敗が、会社に大きな損害を与えるこ

ともあります。 

これからは、一人の独立した人間としてみられる

ので、もっと自分の行動に責任を持つ必要がありま

す。 また、社会における個人の役割を学びながら、 

より一層充実した社会生活を送っていきたいと思う。 
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三好地区のゴミ集積所 

助産婦・ 

看護婦募集 

＞募集人員 若干名

＞資格 助産婦‘看護

婦免許のある人、又

は、61年 3 月に養成

機関卒業見込みの人

で、昭和31年4 月 2 

日以降に生れた人 

）応募締切 

1月25日仕） 

ン選考方法 書類審査、 

作文、面接及び健康

診断の結果により決

定します。 

D書類提出先及び間い

合わせ先市立西北中

央病院管理課庶務係

廿（⑩ 31 11（内線279) 

④
 
半
島
振
興
地
域
の
 

指
定
を
目
ざ
す
 

ー
対
策
促
進
協
を
発
足

ー
 

手
づ
く
り
の
ゴ
ミ
集
積
所
で
 

住
み
よ

い
環
境
づ
く
り
 

半
島
振
興
法
に
基
づ

く
振
興

地
域
の
指
定
促
進
を
図
る
「
津

軽
半
島
振
興
対
策
促
進
協
議
会

」
 

が
十
二
月
二
十
三
日
、
大
町
の

レ
ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
、
西
北

五
と
東
郡
五
町
村
が

結
集
し
て

発
足
、
指
定
獲
得
に

向
け
て
強

力
に
陳
情
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
の
結
成
会
議
に
は
、
 
 西

北
五
と
東
郡
の
五
町
村

の
市

町
村
長
な
ど
約
三
＋
人
が
出
席
。
 

発
起
人
で
津
軽
西
北
五
地
域

広
域
市
町
村
圏
協
議
会
長
で
あ

る
森
田
市
長
は
、
 
「津
軽
半
島

に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
 

こ
の
機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
 

津
軽
西
北
五
と
東
郡
が

一
致
団

結
し
、
総
力
を
結
集
し
て
津
軽

半
島
の
指
定
を
獲
得
し
よ
う
」
 
 

と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

設
立
総
会
で
は
、
森
田
市
長

を
会
長
に
選
ん
だ
後
、
六
十
年

度
事
業
計
画
と
し
て
、
①
県
、
 

国
や
国
会
議
員
に
対
す
る
強
力

な
陳
情
活
動
 
の
県
の
半
島
振

興
計
画
策
定
に
対
し
、
積
極
的

な
協
力
を
し
地
域
住
民
の
生
活

向
上
を
図
る
ー
こ
と
を
満
場
一

致
で
決
め
ま
し
た
。
 

「半
島
振
興
法
」
は
、
交
通

網
の
整
備
や
産
業
開
発
が

遅
れ

て
い
る
半
島
地
域
を
対
象
に
、
 

地
方
債
の
優
先
発

行
や
補
助
金

の
か
さ
上
げ
、
誘
致
企
業
に
対

す
る
地
方
税
の
減
免
措
置
な
ど

に
よ
っ
て
、
開
発
を
促
進
さ
せ

る
の
が
目
的
で
昨
年
六
月
に
成

立
。
＋
年
間

の
期
限
を

つ
け
た

時
限
立
法
で
、
同
法
に
基
づ
く
 

「半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
」
 

に
指
定
さ
れ
る
と
、
地
域
振
興

に
あ
た
っ
て
大
変
有
利
な
条
件

と
な
り
ま
す
。
 

本
県
で
は
、
津
軽
と
下
北
の

両
半
島
が
指
定
基
準
を
満
た
し

て
お
り
、
県
で
は
両
半
島
の
地

域
指
定
申
請
を
同
時
に
行
う
予

定
で
す
。
し
か
し
、
国
土
庁
は

第

一
次
の
指
定
地
域
を
十
か
所

程
度
に
絞
り
込
む
考
え
で
、
津

軽
と
下
北
の
両
半
島
が
指
定
を

受
け
ら
れ
る
と
は
限
ら
な

い
た

め
、
同
協
議
会
で
は
、
指
定
獲

得
を
目
ざ
し

て
積
極
的
に
運
動

を
展
開
し
て
い
く
方
針
で
す
。
 

三
好
地
区
で
は
、
こ
の
ほ
ど

住
民
が
経
費
と
労
力
を
出
し
あ

っ
て
ゴ
ミ
の
散
乱
し
な
い
 
「ゴ

ミ
集
積
所
」
を

つ
く
り
、
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
に
役
立
て
て

い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
同
地
区
が
今
年
度

農
林
水
産
省
の
生
活
環
境
改
善

モ
デ
ル
展
示
事
業

の
指
定
を
受
 

ー
三

好
地
区
ー
 

け
、
住
民
協
議
会
（
開
米
佐
太

郎
会
長
）
が
主
体
と
な
っ
て
行

っ
た
も
の
。
 

こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
地
域

住
民
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
生

活
環
境
を
モ
デ
ル
的
に
改
善
整

備
す
る
も
の
で
、
同
地
区
で
は

住
民
協
議
会
を
開

い
て
地
区
の

生
活
環
境
の
問
題
点
を
話
し
あ
 

い
ま
し
た
。
 そ
の

結
果
、
従
来
の
ゴ

ミ
集
積
所
で
は
、
 

置
か
れ
た
ゴ
ミ
が

強
風
や
野
犬
の
た

め
に
散
乱
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を

改
善
す
る
こ
と
に

決
定
。
 

地
区
内
十
八
か

所
に
、
木
造
で
屋

根
と
床
が
ト

タ
ン

張
り
、
外
側
に
青

ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
 
 

床
面
積
が
三
平
方

H
位
の
ゴ
ミ

集
積
所
を
、
ま
た
四
十
八
か
所

に
ポ
イ
捨
て
を
防
止
す
る
た
め

の
金
網
製
の
ゴ
ミ
入
れ
を
そ
れ

ぞ
れ
設
置
す
る
と
と
も
に
、

ゴ
 

II
I
集
積
所
に
は
清
掃
用
の
ほ
う

き
、
ち
り
取
り
、
バ
ケ
ツ
な
ど

も
備
え
付
け
ま
し
た
。
 

経
費
は
、
国
、
市
か
ら
の
補

助
金
と
地
区
住
民

の
負
担
金
合

わ
せ
て
百
四
十
万
円
で
す
が
、
 

ゴ
ミ
集
積
所
は
設
置
に
要
し
た

材
料
以
外
は
、
す
べ
て
住
民
が

労
力
を
出
し
あ
い
手
づ
く
り
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
住
民
協
議

会
で
も
 
「ゴ
ミ
箱
管
理
運
営
規

程
」
を
つ
く
り
、
住
民
が
自
ら

管
理
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
 

住
民
協
議
会
の
開
米
会
長
は
、
 

「
こ
れ
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
、
 

ゴ
ミ
を
捨
て
る
時
間
も
守
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
ゴ
ミ
に
つ
い

て
の
苦
情
も
な
く
な
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
 た
だ
、
今
回
が
最

初
の
冬
な

の
で
、
雪
に
よ
る
影

響
を
心
配
し

て
い
る
」
と
語
っ

て
い
ま
し

た
。
 

戸
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、 

親
し
ま
れ
る
名
称
を
 

・
 

募
集
し
ま
す
ク

、J 

ー

水
緑
都
市
モ
デ

ル

地

区
ー
 

市
が
現
在
、
新
町
・
布
屋
町
地
区
に
整
備
を
進
め
て
い
る
「
水
緑
都
市
モ
デ

ル
地
区
整
備
事

業
 
が
、

い
よ
い
よ
年
内
に
完
成

す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

市
で
は
、

こ
の
小
公
園
が
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
よ
う
そ
の
名
称
を
募

集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

水緑都市ー 
モデル地区 

鷺り JlI」rノし 

」
橋
 

'
L大
 

,J
生
 

」
新
 

病
 
院
 

西
北
中
央
 

国
道
3
3
9
号
 

国
道
l
o
ー
号
 

働く婦人の家 

保健七ノタ  水緑都市モテル地区位置図 

水緑都市モデ元地区事業計画図 

南
小
見
事
優
勝
果
た
す
”
 

全
日
本
卓
球
 

ホ
ー
プ

ス
 

選
手
権
大
会
 
ミ

二
男
女
 

昨
年
十
二
月
二
十
二
日
、
 

東
京
・
駒
沢
屋
内
球
技
場
で

開
か
れ
た
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
二
日
目
の
ホ
ー
プ
ス

ミ
ニ
（
小
学
校
低
学
年
）
で
、
 

南
小
学
校
（
会
津
正
治
校
長
 

・

児
童
数
六
八

一
人
）
の
神

健
研
さ
ん
（
三
年
）
と
斎
藤

五
月
発
汎
（
二
年
）
が
優
勝
、
 

古
川
史
子
さ
ん
（
三
年
）
が

三
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
ほ
か
工
藤
さ
く
ら

さ
ん
（
三
年
）
、
田
中
幸
佐
 

さ
ん
（
三
年
）
の
二
人
が
ベ

ス
ト
エ
イ
ト
に
入
り
ま
し
た
。
 

神
さ
ん
達
は
翌
二
十
三
日
、
 

会
津
校
長
や
監
督
の
寺
田
昭

郎
教
諭
な
ど
と
共
に
市
役
所

を
訪
れ
、
森
田
市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。
 

寺
田
監
督
が
、
森
田
市
長

に
三
人
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し

た
後
、
森
田
市
長
が
「
南
小

の
皆
さ
ん
、
良
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
め

で
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
 

懸
命
ス
ポ
ー
ツ

と
勉
強
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
」
 

と
称
え
る
と
、
 

三
人
は
思
わ
ず

ニ
ッ
コ
リ
。
 首

に
さ
げ
た
メ
ダ

ル
を
何
回
も
見

つ
め
直
し
て
い

ま
し
た
。
 倉

 

、
 

r
 

年
度
か
ら
「

新
町

・
布
屋
町
地

区
」
の
一
部
を
三
か
年
計
画
で

整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
施
設
は
、
面
積
が
約
一
一

三
〇
〇
平
方

H
で
、
そ
こ
に
は

野
外
ス
テ
ー
ジ
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
広
場
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
欄
か
ん
 
 

の
あ
る
太
鼓
橋
、
屋
内
ギ
ャ

ー
フ

リ
ー
、
子
供
広
場
な
ど
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
水
路
、
生
垣
、
樹
木

等
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
複
数
の

小
さ
な
広
場
を
ポ
ケ
ッ
ト
的
に

設
け
、

ベ
ン
チ
や
テ
ー
ブ
ル
を

配
す
る
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
く

つ
ろ
げ
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

〇
 

〇
 

応
 
募
 
要
 
領
 

▽
応
募
資
格
 
本
年
一
月
一
日
 

現
在
五
所
川
原
市
に
住
所
を
も
 

っ
て
い
る
人
 

▽
応
募
方
法
 
官
製
ハ
ガ
キ
に
 

「名
称

（簡
単
に
そ
の
理
由
な

ど
も

つ
け
て
）
、
住
所
、
氏
名
、
 

年
令
、
性
別
、
電
話
番
号
」
を

ご
記
入
の
う
え
、
市
秘
書
企
画

課

・
名
称
募
集
係
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
 
（
ハ
ガ
キ
ー
枚
に

つ
き
一
案
。
お

一
人
何
枚
で
も

可
）
 

▽
応
募
締
切
 
二
月
二
十
日
 

（
当
日
消
印
有
効
）
 

▽
発
表
 
四
月
一
日
号
の
市
広

報
に
掲
載
し
ま
す
（
予
定
）
。
 

ま
た
、
入
賞
作
品

（
特選
一
点
、
 

入
選
三
点
、
佳
作
六
点
）
の
応

募
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。
 

こ
れ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
市
秘
書
企
画
課
（

呑

⑩
一

一
一
一
番
 
内
線
三
一
八
 

・

三
一
九
番
）
へ
ど
う
ぞ
。
 

本
市
は
、
昭
和
五
十
八
年
に

国
土
庁
の
 
「水
緑
都
市
モ
デ
ル

地
区
整
備
事
業
」
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
、
本
市
の
歴
史

的

・
地
理
的
条
件
等
の
特
性
を

生
か
し
な
が
ら
、
水
と
緑
の
豊
 

か
な
空
間
を

つ
く
り
、
 
「堰
の

再
生
、
都
市
の
再
生
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
北
国
の
風
土
に

ふ
さ
わ
し

い
都
市
づ
く
り
を
進

め
る
も
の
で
す
。
 

市
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度

に
こ
の
事
業
計
画
を
之
て
、
翌
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市
民
の
み
な
さ
ん
 

害
か
ら
子
供
や
お
年
寄
り
 

を
守
り
ま
し
よ
う
  

臨
 

雪

捨
場
 

尋 

利用期間 1月25日～3月20日 
利用時間 午前8時30分～午後4時30分 

日曜・祝日に雪捨てをする時は、 
前日に 「除排雪対策本部」へ必ずL 
"’とヒに」讐ぎ＝＝一」ーー口ド」 一ふら 
ご連絡ください。 	 申J 

処
理
組
合

西
北
五
衛
生
 

雪捨場案内図 

一寿参夢 
ープ~ ~雲参 

・ー至五所川原市内 

、ノI、 

I」 

県立母子福祉センター 

（白百合荘）のご利用を

青森市石江

母子家庭の経済的自立

と生活の安定向上を図る

ために、各種の相談等を

行っています。 お気軽に

どうぞ。 

①母子家庭や寡婦の身上

相談、事業経営や内職、 

または就職、結婚等につ

いての木目言炎 

②技能修得のための利用 

（和裁、洋裁、編物手芸、 

タイプ、速記） 

詳しいことは、市福祉

事務所児童係（呑⑩2111 

番内線243番）へどうぞ。 

市
で
は
、
通
勤
通
学
等

の
生

活
道
路
の
確
保
に
全
力
を
あ
げ

て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
次
の
事
項
を
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

①
道
路
に

は
絶
対
雪
を
捨
て
な
 

'
v
 

②
路
上
駐
車

は
し
な
い
 

③
際
排
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
 

か
ら
近
寄
ら
な
い
 

④
自
動
販
売
機
な
ど
を
道
路
に
 

は
み
出
さ
な
い
 

⑤
雪
を
捨

て
る
と
き
は
、
市
が

指
定
し
て
い
る
「
高
瀬
雪
捨

場
」
 
（
図
参照
）
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

除
排
雪
に

つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
除
排
雪
対
策
本

部
（
廿
⑩
四
三
ニ
二
四
三

一
一

ニ
番
 
広
田
字
柳
沼
三
、
一
）
 

へ
ど
う
ぞ
。
 

こ
れ
か
ら
、
日
毎
に
寒
さ
が

厳
し
く
な
り
巌
寒

期
に
は
い
る

と
、
水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
事

故
が
お
き
ま
す
。
 

と
く
に
気
温
が

マ
イ
ナ
ス
摂

氏
四
度
以
下
に
な
る
と
、
防
寒

等
の
不
完
全
な
も

の
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
水
抜
栓
・
不
凍
栓
を
備
え
付

け
の
場
合
 

長
い
間
家
を
空
け
る
よ
う
な

と
き
ゃ
、
就
寝
前
に
は
必
ず
水

抜
栓

・
不
凍
栓
の

ハ
ン
ド
ル
を

し
っ
か
り
止
ま
る
ま
で
閉
め
、
 

蛇
ロ
を

一
杯
に
開
い
て
く
だ
さ

い
。
 

▽
電
熱
ヒ

ー
タ
ー
利
用
の
場
合

ネ
ズ
ミ
の
害
を
防
ぐ
た
め
、
 

立
ち
上
が
り
部
分
を
ボ
ッ
ク
ス

で
囲
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
む
き
出
し
の
管
や
、
屋
外
に

蛇
ロ
が
あ
る
場
合
 

蛇
口
や
、
水
道
管
の
立
ち
上

が
り
な
ど
の
露
出
部
分
に
、
保

温
材

（毛
布
類

・
コ
モ
等
）
を

巻
き
付
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
凍
結
防
止
の
放
水
は
や
め

て
く
だ
さ
い
 

凍
結
防
止
の
た
め
水
を
出

し
っ
放
し
に
す
る
と
、
メ
ー
 

タ
ー
が
次
第
に
上
が
り
、
春

の
検
針
精
算
の
際
、
料
金
に

ハ
ネ
返
り
思
わ
ぬ
支
出
と
な

り
ま
す
の
で
、
放
水
は
や
め

て
く
だ
さ
い
。
 

（
市
水
道
事
業
所
）
 

除
排
雪
作
業
に
つ
い
て
 

・

い
・
 
の
お
願
い
 

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を
 

今
冬
は
、
例
年
に
な
い
勢

い

で
雪
が
降
り
続
い
て
い

ま
す
。
 

青
森
地
方
気
象
台

の
調
べ
で

は
、
本
市
の
積
雪
量
は

一
月
七

日
現
在
、
一六
五
毒
H
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

市
で
は
、
除
雪
車
を
フ
ル
回

転
し
、
除
雪
に
当
た
っ

て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
の
厳
冬
期
に

は
ま
す
ま
す
雪
の
量
が

増
え
、
 

道
路
幅
の
確
保
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
 

屋
根
の
雪
お
ろ
し
中
の
転
落
事

故
や
落
雪
に
よ

る
事
故
の
多
発

も
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

昨
年
の
二
月
に
は
、
不
幸
に

し
て
本
市
で
も
、
八
〇
歳
の
お

ば
あ
さ
ん
が
屋
根
か
ら
の
落
雪

の
下
敷
き
に
な
り
死
亡
す
る
と

い
う
、
雪
の
犠
牲
者
が
で
て
い

ま
す
。
 

雪
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
が
本

番
で
あ
り
、
春
が
来
る
ま
で
は

決
し
て
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老

人
家
庭
や
恵
ま
れ
な
い
家
庭
の
 
 

方
々
を
守
る
た
め
巡
回
し
て
い

ま
す
が
、
行
政
の
対
応
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
を
は
じ
め
、
町
内
、
部

落
、
市
民
ぐ
る
み
の
助
け
合
い

が
緊
急
不
可
決
で
す
。
特
に
、
 

子
供
ゃ
お
年
寄
り
に
対
し
て
は
、
 

格
別
思
い
や
り
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

五
万
市
民
総
ぐ

る
み
で
雪
の

災
害
か
ら
尊
い
人
命
を
守
り
ま

し
よ
・
フ
。
 

(
 

【
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一
一四
番
）
 

自衛官募集連絡

事務所移転 

お知らせ 

これまで、市内末広町

にありました事務所が、 

12月10日から下記に移転

しました。 

レ事務所 市内栄町34番

地 ”⑩2305 

自衛官についてのお問

い合わせは、青森地方連

絡部五所川原募集事務所

へご連絡ください。 

スキー大会 
◇第28回市民スキー大会

期日 2 月 2 日（日） 

◇第 4 回西北五ジャイア
ントスラローム神山大 
A、 
云 

期日 2 月23日（日） 

◇第 7回西北スポーツ杯
市内ジュニアアルペン

大会 
期日 3 月 2 日（日） 

会場は、いずれも 「神
山スキー場」 です。 

なお、種目など詳しい
ことはスキー協会事務局 
（西北スポーツ内 

ft 7845番 布屋町） 

へどうぞ。 

昭和61年度合同除厄祈願祭のご案内 
対象者 男（昭和20年 4 月 2 日～ 

昭和21年 4 月 1日生まれの方, 
女（昭和29年 4 月 2 日～ 

昭和30年 4 月 1日生まれの方） 
＼ノ日 時 2月 16日（日） 	午後 1時から
▽場 所 中央公民館（駅裏） 
▽会 費 男 11 ,000円 	女 9,000円 
▽申込受付 1月2011U1〕から 2 月 5 Fl味〕まで 
〇申込先 会費をそえて事務局までお願いします、 

実行委員会委員長 工藤 善己 

局 （市役所⑩2111(f) 
高橋 泰海（内線 220) 
工藤 純子（内線 220) 
盛 いく子（内線 282) 
工藤 晃（内線 357) 
小田桐洋子（内線 286) 
須郷 俊彦（内線 262) 
原 	慶之 ⑩ - 6056 

務

課
課
室

引
所

所
館
 

1罵
郎
慧
響

肋

事
」
」
搬
欝
“
 

土
土
市
財

福

水
中
 

恵
ま
れ
な
い
人
達
に
と
 

「
 
6
万
6
千
余
円
寄
付
 

恵
ま
れ
な
い
人
達
に
と
末
広

町
の
聖
心
幼
稚
園
（

モ
ー
リ
・
 

東
奥
信
川
金
庫
五
所
川
原
支

店
の
合
同
貯
金
会

（葛
西
専
造

代
表
）
で
は
十
二
月
十
九
日
、
 

ー
聖
心
幼
稚
園
ー
 

ラ
べ
園
長
）
で
は
十
二
月
二
十

一
日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に

六
万
六
二
六
一
円
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
園
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
で
園
児
達
が
献
金
し
た
も

の
で
、
同
園
で
は
こ
れ
ま
で
毎

年
寄
付
を
し
て
き
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
、
園
児
を
代
表
し

て
白
戸
祐
吾
ち
ゃ
ん
（
6
）
と

古
川
亜
希
ち
ゃ
ん
（
6
）
が
、
 

平
山
誠
敏
会
長
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
 

ー
東
信

金
庫
合
同

貯
金
会
ー
 

市
役
所
を
訪
れ
、
恵
ま
れ
な
い

人
達
の
た
め
に
役
立

て
て
く
だ

さ
い
と
五
万
九
一
五
円
を
寄
付
、
 

葛
西
代
表
と
永
井
俊
衛
支
店
長

が
森
田
市
長
に
そ
れ
を
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
会
が

先
に
行
っ
た
忘
年
パ
ー
テ
ィ
で

の
募
金
を
寄
付
さ
れ
た
も
の
。
 

市
で
は
、
こ
れ
を
社
会
福
祉

協
議
会

の
善
意
銀
行
に
預
託
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
会
か
ら

の
 

寄
付
は

こ
れ
で
三
回
目
と
な
り
、
 

大
変
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

教
育
振

興
会

に
 

5

万
円
寄
付
 

ー
国
際
ソ

ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

ー
 

国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所

川
原
ク
ラ
プ
（
高満
タ
力
代
表
）
 

で
は
十
二
月
十
四
日
、
教
育
振

興
会
に
五
万
円
を
寄
付
、
鈴
木

教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
、
同
会
が
先
に

行
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
 

ー
テ
ィ
の
益
金
か
ら
寄
せ
た
も

の
で
、
今
回
で
二
回
目
と
な
り

ま
し
た
。
 

お
む
っ
伽
枚
寄
贈
 

毘
沙
門
地
区
婦
人
会
（
福
間

貞
代
表
）
で
は
十
二
月
二
十
一

日
、
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な

ど
に
差
し
上
げ
て
く
だ
さ
い
と

お
む
つ
百
枚
を
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

力
目H

ー
 

嘉

W運
動
 

県
立
弘
前
高
校
通

信
制
 

課
程
の

生
徒
募
集
 

県
立
弘
前
高
等
学
校
通
信
制

で
は
、
六
十

一
年
度
の
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

自
宅
と
日
曜
ス
ク

ー
リ
ン
グ
 

（昼
間
）
で
学
習
し
な
が
ら
リ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
規
定
の
単

位
を
修
得
し
ま
す
と
高
等
学
校

卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
 

職
業
や
年
齢
に
関
係
な
く
学

べ
ま
す
。
ま
た
、
希
望
す
る
科

目
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

す
。
 

入
学
願
書
、
入
学
案
内
は

一

二
〇
円
切
手
を
同
封
し
、
左
記

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
出
願
期
間
 
三
月
四
日
ー
四

月
八
日
。
 

な
お
、
就
学
前
の
子
供
さ
ん

の
た
め
の
託
児
室
も
設
け

て
お

り
ま
す
。
そ
の
他
、
学
習
の
仕

方
な
ど
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た

い
方
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
 

冨

〇
三
六
）
弘
前
市
新
寺
町
 

一
番
地
、
県
立
弘
前
高
等
学
校
 

通
信
制
（
e
〇
一
七
二
⑩
九
四
 

？
、
●

、
、

、
ー
 
、
（

ー

！
 

歳
末
助
け
合
い
に
5
万
余
円
寄
付
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俳
 

句
 五

所
川
原
俳
句
会
提
供
 

木
さ
さ
げ
の
垂
る
る
実

一
つ
薬
師
講

太
鼓
橋
成
り
て
発
珠
の
山
眠
る

風
垣
よ
り
首
長
う
し
て
バ
ス
待
て
り

鬼
灯
を
鳴
ら
せ
ぬ
母
と
な
り
に
け
り

木
と
紙
の
家
の
裏
か
ら
冬
が
来
る
 

増
田
木
亘
子

三
上
 
北
人

鳴
瀬
 
牛
角

葛
西
 
正
則

成
田
 
千
空
 

」
駅
東
部
地
区
土
地
区
「
 

）
画
整
理
審
議
会
委
員
』
 

篇
遣
挙
の
お
知
ら
せ
 
」
 

駅
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
 

審
議
会
委
員
の
選
挙
を
、
次
の
 

要
領
で
実
施
し
ま
す
。
 

▽
選
挙
期
日
 

二
月
十

一
日
‘
 

▽
立
候
補
の
届
出
期
間
 

一
月
二
十
三
日
か
ら
二
月
 

一
日
ま
で
。
 （
午前
八
時
三
 

十
分
か
ら
午
後
四
時
四
十
五
 

分
ま
で
。
）
 

▽
問
い
Aロ
わ
せ
先
 

市
都
市
建
設
課
 

云

⑩
一
二
一
一
番
 
内
線
 

二
三
五
番
）
 

消
防
署
A
  

在
宅
医
師
の
紹
介
は
 

丑
⑩
ニ
〇
一
九
番
 

休
日
・
夜
間
  

（
救急
医
療
部
会
）
 
 

の
急
病
は
 

たばこは、市内から 

買いましよう 
マイルドセフいン 1箱（ 200円） にっき、 

35円60銭がたばこ消費税として市の収入 
【二なります。 

公 開 講 座 開 催 
レ日 時 昭和61年 1 月 22日（水） 午後 1 時～4 時 

レ場 所 青森職業訓練短期大学校 

レ講師及び講演テーマ 

	

「プログラミング言語の歴史と展望」 	 「ニューメディアと高度情報社会」 

	

八戸工業大学 工学部 助教授 	 岩手大学 工学部 教授 

工学博士 大 川 	知 	 工学博士 太田原 	功 

工
事
指
名
競
争
入
札
業
者
と
」
競
 

物
品
等
供
給
業
者
の
登
録
受
億
 

市
で
は
、
六
十
一
年
度
に
市

が
発
注
す
る
工
事
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
建
設
業
者
、
市

の
施
設
等

（
市
役
所
、西
北
中

央
病
院
、
市
内
各
小
中
学
校
、
 

給
食
セ
ン
タ
ー
等
）
へ
の
物
品

供
給
を
希
望
す
る
業
者
を
受
付

け
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

▽
受
付
期
間
 
二
月
一
日
と
一

月
二
十
八
日
 

▽
受
付
場
所
 
市
財
政
課
契
約

調
達
係
（
市
庁
舎
四
階
）
 
 

▽
提
出
書
類
 

工
事
指
名
競
争
入
札
業
者
 

①
建
設
省
統

一
様
式
（
一
式
）
 

②
添
付
書
類
 

⑦
経
営
事
項
審
査
申
請
書
⑤

田
建
設
業
者
許
可
証
明
書
⑤

⑦
納
税
証
明
書
 
市
税
は
六

十
年
度
分
、
国
税
及
び
県

税
は
五
十
九
年
度
分
⑤

①
使
用
印
鑑
届
 

団
建
設
業
退
職
共
済
組
合
加

入
証
明
書
⑤
 

※
建
設
業
者
の
経
営
に
関
す
 
 

る
事
項
の
審
査

（
建
設
業

法
第
二
十
七
条
の
二
の
規

定
に
よ
る
）
は
、
必
ず
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
 

。
 

物
品
等
供
給
業
者
 

①
入
札
参
加
資
格
申
請
書

一

式
（
申
請
書
用
紙
は
財
政

課
に
あ
り
ま
す
。）
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
財
政
課

契
約
調
達
係
（
。
⑩
二

一
一
一

番
 
内
線
三
三
〇
番
）
へ
ど
う

ぞ
。
 保

育
所
の
入
所
 
．!

 

申
請
は
お
早
め
に
．一

 

6
1年
4
月
入
所
」
 

▽
申
請
先
 
市

福
祉
事
務
所

児
童
係
（
。
 

⑩
二
一
 
一
 
一

番
 
内
線
一
一

四
三
番
）
 

▽
持
参
す
る
も

の
 
健
康
保

険
証
・
印鑑
・

昭
和
六
十
年

分
の
源
泉
徴

収
票
（
給
与

所
得
者
の
み
）
 

※
障
害
児
 

（
軽度
・
中
度
）
 

の
入
所
も
可
能

で
す
。
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

乳幼児の健康診査 

レ場所 市保健センター 

）受付時間 午後1時～1時30分 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

※注意 6 か月児の健康相談では、神経芽細胞腫 

（小児がん）の検査セットを配布しますので、 

必ずおいでくださるようお願いします。 

なお、病気療養中のお子さんにっいては、ご 

遠慮くださるようお願いします。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 	容 

3 か 月 児 60年10月生 2 月12日困 健康診査 

6 か 月 児 60年 7 月生 2 月18日因 健康相談 

1 	歳 	児 60年1月生 2 月24日明） 健康相談 

I歳 6 か月児 59年 8月生 2 月25日因 健康診査 

レ間い合わせ先 市衛生課（ft⑩211 1番 内線 

268・272番）へどうぞ。 
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